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１．概要（Summary ） 
近年では、再生可能エネルギーへの関心が高まってお

り、それに伴い太陽光発電の発電量も年々増えている。

世界的に普及している結晶 Si 太陽電池は反射による

入射光損失が大きい。そのため、結晶 Si 太陽電池の表

面には一般的に窒化 Si 反射防止膜が形成されている。

本研究では、結晶 Si 太陽電池の更なる機能向上を目

指し、ZnO 反射防止膜のガルバニック水中結晶光合成

(G-SPSC)法による作製及びその特性の調査を目的と

した。 
２．実験（Experimental） 
単結晶モスアイ Si 基板及び多結晶 Si 太陽電池をダイ

シングソー（DAD322）によって 1.5×1.5 (cm2)及び 4.0

×4.0 (cm2)に切断した。その後、表面に ZnO をスパッ

タリングした。スパッタリング後の基板をそれぞれ Zn

板と接合し、超純水中に入れ、暗幕内で UV 照射 (波

長:365 nm, 強度:28 mW/cm2)を行った。G-SPSC 法によ

り作製した ZnO ナノロッド反射防止膜の特性評価を

XRD (RINT 2500 HLB), SEM (JSM-7001FA), UV-vis 

(V-770), IV 測定装置(ADCMT 6242) を用いて行った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
モスアイ Si の反射率の低減に関して、本実験ではスパ

ッタリングを 10分行った後に、基板を下向きにしてUV 照

射を 12 時間行うことで試料を作製した。作製した試料を

肉眼で観察すると、作製前と比較して試料表面が黒色に

なっていることが確認できた。更に、SEM 観察を行うと試

料全体に均一にZnOナノロッドが形成されていることが明

らかになった。次に反射率測定を行った。加工が施されて

いないモスアイ Si の波長 300nm～1000nm における平

均反射率が 13.8 %であったのに対し、ZnO ナノロッド形

成後の試料では同波長の平均反射率が 3.97 %と大幅に

表面反射を抑制することができた。反射率低減の要因と

して、ZnO ナノロッド間での光の多重反射・屈折率の滑ら

かな変化・ZnO の紫外光吸収の効果などが考えられる。

多結晶 Si 太陽電池の性能向上に関しては、現状明確

に作製フローが定まっていない。そこで、今後は ZnO
反射防止膜によりモスアイ Si の反射率を低減できた

知見も生かし、実用多結晶 Si 太陽電池の反射防止膜

の作製も行いたい。 
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